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蔭未的司項 ,生後4.5ケ月の牝牧,籍死1ケ月前に体

表各部リソバ節の鹿朕を発見｡音大入院｡元気減退削痩

し,鼓宅急臥 可視粘膜,限結膜は貧血性かつ浮庇性,

呼吸音象れい努力性呼吸を示し,鍔豚で心博先進.旗国

やや膨薪,第一回常勤やや沈静,軟便を排す｡体表リン

パ節いづれも魅脹 (3m -手車大)硬国で弾力性にとみ

熟感なく圧痛あり｡P.89T･39.4A.32,血液検査の薄

黒,R.482万 W.82,200特に白血球が異常で各屯の枚重

からその96%が.)ソバ系細胞でしめられ,大型1)ソJ<球

が主で1)ソバ穿乳 異型])./バ乳 大中のt)ソバ裸像が

確認されたのでリソバ白血病と診断し,Dexamethazone

の投与治療を開始した｡治療開始6日日で韓症状は好転

し特に体衷リンパ節の大きさはほぼ半減春慶に艦股が減

退｡R'.394万 W.3.600とたったので治療を止めた｡と

ころが拾庶停止後再び症状は悪化し,19日目に起立不

舵,食慈廃紙,心音散弱,P.50T.37.2R.446万 W.

33,800となり苑死し串｡

肉眼的所見 1)全身リンパ節の鹿*,特に体免 内接

リt/バ序の著しい塵大および出血 壊死巣｡2)肋間筋に

おける同校鹿癖病巣の転位｡3)肝の塵大と肝包股下,小

葉間における鹿疾病巣の密売｡4)宙.柿,属桃腺におけ

る同棲鹿疾病典の存在｡5)腸管粘膜のリンパ節の腫大｡

I6)辞の鹿大｡

絶歳学的所見｡a･)肝C,〆氏朝および小葉内にt)ソバ性細

胞の無苑巣を形成している (写其-1)｡そのためにグ氏

鞠は広くなり.ぴまん性に小薬内に広く投入している｡

小葉内では結節状をしているが拡繋したジーヌスオイド

および脈管内にも流出している｡そのために〆氏鞠では

胆管は圧迫され英質は襲病性で星空細胞の活性化はみら

れない｡リンパ性細胞の大部分は大型のもので,核はリ

-/バ球に比して沃明で大きく釈円形または不畳栢円形で

中には雪入するものもある｡原形質は淡明であるが核の

周囲に明らかに罷めることが出来る｡好鋲良雄はこの細

胞群を小集団状に額り囲んでいるが,細胞が個々に線鮭

に固着している所見はない｡ち)リソバ節｡系統約度大

を示した全身T)ソバ節は一棟に1)I/バ性細胞の海 と化

し,細胞の変性朋壊像が目立ち,本来のリソバ節の桁進

は敬め難いが,わずかに髄索および払輩血管が取められ

ち(写真-2)｡好銀糸静 まこれら髄索および血管壁には遊

統色に汲められるが,肝の枚に細胞群を小集団状に囲ん

でいる所見はなく断裂的である｡

これは治療の影野と腫癌細胞の増殖の速さを物罷る所

見であろう｡細胞の吸熱 王肝におけると同様である｡な

お横木の位相差解放鏡所見ではこれらの大型1)ソバ色紳

助はリ-/,<圧*.リンJ<芽私 大 7)./,<球,異形リソバ

韓などの1)ソJ<正確系細腹魚が観察される｡

組熊学的畝断｡本例は掛略的には牛の悪性リソバ盈症

のカテゴ1)-に属するものであろうが塩めて著明な血液

変化を伴い,在歩兵を作った悪性のもので臨床的にも急

性最適をたどったリソバ牲白血病と診断される｡

(写其-1;x76,写其-2:XL20.いずれもH.E.

染色)


